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ジ
ι

ン
ト

a
p
の
府
骨
的
・
紐
神
的
性
格

第
七
十
八
番

九
ノ、

第
一
践

し
て

イ
ノ
」
/

v 
よ"-

ン
ト
リ
の
世
合
的
・
経
済
的
性
格

l
i
iソ
ゲ
ヱ
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ユ
草
命
の
研
究

H
l
i式

暢

夫

一
七
世
犯
の
イ
ギ
リ
ス
卒
命
心
一
特
色
白
一
つ
は
、
こ
の
革
命
に
お
い
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
貴
族
り
た
か
の
准
歩
的
な
部
分
と
同

盟
し
て
い
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
と
て
ン
ヂ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
階
級
配
置
が
フ
ラ
Y

ス
革
命
の
は
あ
い
と
ち
が
っ
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
た
。
マ

ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
白
保
守
性
は
、
プ
ル
叫
ジ
ョ

7
0
!
と
大
部
分
前
一
大
地
主
と
心
永
綬
的
友
同
盟
の
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
の
同
盟
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
と
、
分
割
地
制
度
に
よ
っ
て
大
土
地
所
有
を
駿
止
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
を
、
本
質
的
に
直
別
す
る
も

の
で
あ
る
」
(
同
E
Z
P
E
〉
同
2HOd-

品。E
Q
P
出

g
r
A者
S
F
g
F
o
ロロ肉

E
F
F
3
]
E
B
Z自

E
R
S
F
q

宮
2
9
4
H
@
明
日
目
以
日
斗
)
。
こ
う
し
て
、
マ
ル
グ
ス
は
イ
ギ

H
ス
革
命
の
と
き
の
貴
族
の
特
殊
友
役
割
を
あ
き
ら
か
に
し
で
い
る
。
ブ
ラ
ン

旨
員
同
何
回
向
。
]
印
。
口
出
三
官
日
‘

ス
て
は
、
貴
族
は
一
つ
の
階
級
と
し
て
封
建
勢
力
の
陣
倍
に
つ
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
ぞ
は
、
貴
族
は
二
つ
の
都
八
貯
に
八
ア
裂
し
た
。
そ
の

一
部
は
封
建
貴
校
ゼ
あ
っ
て
、
封
建
勢
カ
の
基
!
不
的
介
)
力
と
な

ur、
仙
の
部
分
は
プ
ル
ク
ョ
ア
化
古
れ
た
新
貴
放
で
あ
っ
て
、
プ
ル
ジ



ョ
プ
ジ
!
と
行
動
を
と
も
陀
し
た
。
己
の
よ
う
な
事
情
が
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
特
性
士
決
定
し
た
Q

新
貴
族
と
プ
ル
世
ョ
ア
ジ
ー
の
同
県

位
、
絶
封
主
義
に
た
い
し
て
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
!
の
一
地
位
を
強
佑
し
た
が
、
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
保
守
的
な
性
格
士
あ
た
え
、
反

人
民
的
な
性
格
を
ワ
上
く
し
た
の
で
あ
る
。

プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
絶
釘
王
制
、
封
建
寅
族
、
園
教
舎
に
た
い
す
る
た
た
か
い
に
わ
い
て
、
一
方
で
は
新
貴
艇
と
同
県
す
る
と
と

も
に
、
他
方
て
は
、
フ
フ

Y

ス
革
命
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
人
民
大
衆
と
も
同
盟
し
た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
が
、
解
慌
し
か
け

て
い
る
封
建
制
度
む
な
か
で
資
本
主
義
的
マ
-
ュ
フ
ァ
グ
チ
昇
ア
が
す
で

K
稜
展
し
て
い
た
が
、
機
械
制
大
資
本
主
義
工
業
は
ま
だ
存

在
し
た
か
っ
た
時
期
に
お
こ
っ
た
初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
麗
し
、
己
心
段
階
て
は
プ
ル

O
a
ア
3
ー
は
人
民
大
裁
を
貴
族
制
と
の
た

た
か
い
に
動
員
す
る
に
足
る
ほ
ど
平
命
的
で
あ
っ
た
か

b
て
あ
る
。
初
期
フ
ル
d
胃
了
革
命
む
と
き
に
は
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
ト
位
、

ま
だ
階
級
と
し
て
は
成
立
し
℃

b
b
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
日
ー
が
草
命
心
指
導
者
と
た
る
。
ブ
ル
ジ
弓

7
3
1
は
、
農
民
と
都
市
千
民
の

戦
闘
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
封
建
制
度
を
う
ち
と
わ
す
己
と
が
で
き
た
。
ヱ
ン
グ
ル
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
り
と

き
の
農
民
(
ヨ
1

マ
ン
)
と
都
市
白
平
民
的
要
素
と
り
決
定
的
な
意
義
を
強
調
し
た
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
h
r
b
科
事
へ
の
社
曾
主
義
の
瑳
民
』

〔
悶
民
文
庫
版
〕
一
一
函
ペ
ー
ジ
)
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
中
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ば
あ
い
と
同
様
に
、
農
民
暦
が
第

一
の
推
進
力
ぜ
あ
っ
た
(
レ
1

一
一
ン
『
ロ
シ
ア
革
命
の
評
慣
に
主
せ
て
』
全
集
第
一
王
巻
阿
三
|
四
四
ペ
ー
ジ
)
。

エ
ン
グ
ル
ス
は
、

革
命
心
と

き
り
農
民
腎
の
役
割
を
強
調
し
て
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
都
市
フ
ル
ジ
司
ア
ジ
ー
は
、

撃
を
く
わ
え
た
が
、
農
村
地
方
の
中
長
居
つ
ま
り
ヨ

1
7
y
り
は
、
そ
れ
を
勝
利
に
み
ち
び
い
た
」
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
法
律
的
世
含
主
義
』

そ
れ
(
四
0
年
代
の
革
命

l
筆
者
)
に
最
一
初
心
一

マ
ル
ク
ス

l
L
ン
ゲ
ル
ス
全
集
〔
ロ
シ
ア
語
版
〕
第
一
六
省
第
一
部
二
九
七
ぺ
!
ジ
)
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
ヨ

l
マ
y
リ
は
、

イ
ギ

F
ス
の
図
王
と
封
建
勢
刀
に
た
い
す
る
た
た
か
い
の
と
き
に
、

「
グ
ロ
ム
ウ
ι

ル
の
主
力
」

(
『
資
本
論
」

門
青
木
文
庫
版
〕
第
四
分

ジ
-
一
ン
ト
リ
の
紅
曾
的
・
線
神
的
怯
持

第
七
十
八
巻

カし
七

停

盟

九
じ



ジ
ム
ン
ト
リ
J

の
世
骨
的
・
経
神
的
性
格

第
七
十
入
金

プし
ノl

多移

動E

九
ノL

加一

C
九
六
ペ
ー
ジ
)
と
な
っ
た
。
革
命
心
主
力
て
あ
る
農
民
府
と
都
市
平
民
と
の
同
盟
は
、

「
一
ー
じ
壮
紀
の
イ
ギ
リ
ス
草
命
、

ノl
i:1I: 

紀
白
7
7
ン
ス
革
命
に

U
ろ
が
り
(
司

E
自
己
内
)
と
力
と
を
あ
た
え
た
の
一
だ
し
(
レ
1
a

ン
『
選
翠
棋
の
原
則
的
問
題
』
企
集
第
一
七
巻
三
七
三
く

1

ジ
)
と
、
レ

l
一
一
一
/
は
強
調
し
て
い
る
。
「
も
し
も
自
作
品
提
言
I
マ
ン
?
)
と
都
市
の
平
氏
貯
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
フ
ル
ジ
ョ

7
3
ー
だ
け
て
は
、
け
っ
し
亡
己
白
戦
い
を
あ
く
ま
で
た
た
か
い
ぬ
き
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
け
っ
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
一

世
主
断
頭
台
へ
お
く
り
も
し
な
か
っ
た
て
あ
ろ
う
」
(
エ
ン
ゲ
ハ
ス
『
空
想
か
ち
制
閥
単
へ
の
祇
曾
主
義
の
讃
展
』
〔
閤
民
丈
庫
版
〕
三
四
ペ
ー
ジ
)

と
エ
ン
グ
ル
ス
が
い
づ
た
よ
う
に
、
園
王
に
た
い
す
る
決
定
的
な
勝
利
は
人
民
の
手
に
よ
っ
て
か
ち
と
ら
れ
た
。
人
民
大
裁
は
、

は
、
ブ
ル

U

ョ
ア
ジ
と
新
貴
族
を
自
己
の
意
志
に
し
た
が
わ
せ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
死
刑
と
共
和
闘
と
を
か
ち
と
る
ほ
ど
の
力
を 時

も
っ
て
い
た
。

し
か
し

レ
l
-一
ン
が
、

イ
ギ
リ
ス
半
命
を
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
と
よ
ん
だ
の
は
、

(
レ
ー
ヨ
ン
『
十
月
革
命
回
調
年
記
念
M

K

よ
せ
て
』
全
集
第
三
三
径
三

0
1一二一べ
I
ジ)、

一
六
回
力
年
の
事
件
(
王
の
鹿
川
、
共
和
閣
の
宣
百
)

を
か
ん
が
え
に
い
れ
亡
の
こ
と
で
あ

っ
て
、

ι
り
よ
う
な
特
徴
づ
け
は
、
草
命
の
み
一
段
階
に
安
官
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
民
の
手
に
よ
っ

τ勝
利
を
え
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
と
新
貴
族
は
、
勝
利
の
瞬
間
か

b
、
人
民
大
衆
と
た
も
と
を
わ
か
ち
、
人
民
大
衆
に
た
い
す
る
恐
怖
か

b
、
ク
ロ
ム
ウ
ュ
ル
の
軍
事

調
裁
を
支
持
し
、
遂
に
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
を
む
か
え
て
封
建
的
・
王
制
的
勢
力
と
委
協
す
る
に
い
た
っ
た
。
乙
ち
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
革
命
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
し
て
も
中
途
半
端
に
絶
っ
た
(
口
Z
E予
見
出
口
】
・

A4jZ
品
E
5
5
E
E
Oロ
c
ご
Z
E
5
0唱
E
4
F肉・

出
吉
岡
2
H
2
0
〈
色
町
田
泊
目
。
四
回
∞
、

HV
出
タ
)
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
と
の
よ
う
な
保
守
的
な
性
格
は
、
革
命
心
農
業
問
題
の
解
決
の
し
か

た
に
、
と
り
わ
け
ワ
よ
く
あ

b
わ
れ
て
W
る。

7

ラ
γ
ス
革
命
の
は
あ
い
に
は
、
分
割
地
的
土
地
所
有
白
創
設
と
い
う
か
た
ち
で
封
建

的
土
地
闘
係
が
草
命
的

ι破
壊
さ
れ
、
フ
ラ
Y

ス
心
農
民
層
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
危
土
地
所
有
権
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
だ
が
、
イ
ギ
リ



ス
草
命
に
h
s
v
て
は
、
封
建
的
土
地
保
有
(
砂
丘
比
古
田
号
。
)
は
、
一
面
的
に
し
か
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
っ

d
p、

八
日
の
軍
役
保
有
制
の
駿
止
、
後
見
裁
判
所
む
隈
止
に
よ
っ
て
、
大
土
地
所
有
者
心
所
有
地
に
た
い
す
る
封
建
的
制
限
は
の
ぞ
か
れ
、

ヨ
ピ
ー
か
l
ル
グ

1

7

り

f

ホ
I
L
W
F

大
土
地
所
有
者
は
自
己
の
所
有
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
私
有
擦
を
獲
侭
す
ヲ
も
し
か
し
、
時
間
本
保
有
農
の
保
有
地
は
自
由
保
有

に
は
か
わ
ら
ず
、
紋

b
は
そ
の
保
有
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
J
j
a

ア
的
所
有
楼
主
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
農
民
暦
は
、

封
建
的
関
係
り
完
全
な
破
壊
、
農
業
問
題
の
民
主
的
な
解
決
、
長
上
下
よ
革
命
の
完
成
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
司
ア
民
主
主
義
平
命
む
基
礎
を

か
ち
と
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
土
地
所
有
者
に
よ
る
土
地
問
有
の
瀦
占
と
農
民
居
の
牧
奪
、
と
れ
が
農
業
問
題
に
お
け
る
革
命

一
六
四
六
年
二
見

の
成
果
で
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
保
守
的
芯
性
格
は
、

つ
ぎ
の
事
情
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

一
つ
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

と
新
貴
燥
の
同
盟
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
革
命
に
保
守
的
な
性
格
を
あ
た
え
た
こ

c
、
士
た
一
つ
に
は
、
民
主

的
要
素
|
|
農
民
府
と
都
市
平
氏
官
庁
ー
ー
が
特
有
の
弱
黙
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
と
き
の
民
主
的
要
素
の
弱

黙
士
、

f
ェ・

7
・
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
す
べ
て
の
初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
に

共
遁
の
こ
と
在
が

b
、
階
級
と
し
て
の
プ
ロ
レ
グ
リ

7
1
ト
が
で
き
て
い
在
か
づ
た
と
と
、
川
同

初
期
フ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
主
力
て
あ

る
農
民
居
が
一
六

l
一
七
世
紀
前
半
を
逼
じ
て
の
園
込
運
動
に
よ
っ
て
弱
腰
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
州
明

都
市
市
民
の
構
成
が
種
々
雑

多
で
あ
っ
た
こ
と
、

ω
都
市
と
農
村
の
勤
弊
大
衆
の
あ
い
だ
に
組
織
的
関
係
か
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
に
台
い

て
決
定
的
な
役
割
台
は
た
し
た
革
命
軍
に
沿
い
て
、
ヨ
1

7

y
が
主
力
と
な
り
な
が
ら
、
貴
族
と
プ
ル
U
R
ア
ジ
ー
が
指
導
的
地
位
に

ワ
h
v
τ
h
v
た
己
と
な
ど
て
あ
る
(
コ
ス
、
ミ
ン
ス
キ
ー
お
よ
び
レ
ゲ
イ
ツ
キ
1
協
『
一
じ
世
犯
の
イ
ギ
n
ノ
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
』
一

0
ペ
ー
ジ
)
。
己

む
た
め
、
再
三
の
こ
と
ろ
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
的
要
素
は
権
力
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、

ジ
J

Y

ト
リ
の
世
曾
的
・
紹
神
的
性
椅

停
七
」
l

人
巷

九
九

生存

量を

九
九



ジ
-
y
t
h
a
η
J
の
社
舎
的
・
経
神
的
性
格

第
じ
十
八
蒋

O 
O 

串

t虎

。。

終
始
、
棲
力
炉
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
新
貴
族
と

D
同
盟
心

問
題
と
り
わ
け
新
民
族
の
一
世
舎
的
枠
格
心
問
顕
と
、
第
二
に
、
革
命
の
と
き
の
農
民
府
と
平
民
と
D
同
盟
と
り
わ
け
農
民
屠
と
農
民
厨

の
役
割
の
問
題
を
解
決
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
二
つ
に
わ
か
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
ヨ

l
T
ン
リ
を
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
範
時
と
か
ん
が
え
る
か
と
い
う
こ
と
て
あ
り
、
ヨ

1
7
γ
リ
の
解
慢
に
上
っ
て
革
命
の
し
に
き
の
農
民
闘
手
の
評
僚
も
か
わ
っ
て
く

る
。
っ
さ
に
は
、
イ
ギ
H
ス
革
命

r
b
w
て
は
、
封
建
的
土
地
開
係
の
駿
止
は
、
貴
肢
と
フ
ル
ジ
ョ

7
0
l
k
有
利
た
工
う
に
一
一
間
的

に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
農
民
居
は
ど
り
よ
う
に
た
た
か
っ
た
か
、
つ
ま
り
、
農
民
的
た
農
業
綱
領
が
あ
っ
史
の
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
も
重
要
で
あ
る
。

と
こ
J
L

は、

y
ず
ぷ
卜
心
史
皐
ぜ
こ
れ
ら
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
て
、
ソ
グ
ェ
ト
の
一
イ
ギ
リ
ス
革

命
研
努
者
、
特
r
h

且
ム
・
ア
・
パ
ル

F
、
ず
ェ
・
エ
ム
・
一
フ
グ
ロ
フ
ス
キ

l
お
よ
び
ュ
・
エ
ム
・
十
プ
ル
イ
キ

γ
の
=
一
人
の
歴
史
家
心

見
解
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
三
人
の
歴
史
家
の
見
解
を
中
心
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
、
す
た
わ
ち
、
付

合
的
・
経
済
的
性
格
(
木
稿
)
、

ジ
品
ン
T

リ
心
一
世

tヰ

イ
ギ
り
ス
革
命
に
ゐ
け
る
農
民
間
手
評
債
の
問
題
(
女
稿
)
l
l
ζ
の
な
か
に
は
ヨ

l
マ
リ
ン

心
解
程
、
草
命
の
と
き
の
農
業
綱
領
、
デ
ィ
ッ
ガ
ズ
白
一
再
前
債
の
問
題
を
ふ
く
む
1
ー
に
づ
い
て
、
問
題
貼
を
整
理
し
て
み
た
い
。

ブ
ず
品
ト
の
史
撃
で
も
、
新
貴
族
の
社
合
的
性
格
と
イ
ギ
リ
ス
草
命
に
お
け
る
新
貴
族
の
佼
割
と
い
う
問
題
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し

て
い
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

新
貴
族
は
、

ツ
グ
ェ
ト
の
史
昌
平
て
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
の
よ
び
か
た
に
た
ら
っ
て

「
新
貴
肢
」



八国。】開。。

h
W
C
]
国
間

2
8
)
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
英
語
。

mg可
可
の
護
音
を
と
ヲ
て
「
V

L

Y
ト
リ
」

(NEg--司
国
ゾ
と
工
ば
れ
℃

い
る
ば
あ
い
も
多
い
υ

だ
か
ら
、
新
貴
族
は
現
在
イ
ギ
U
ス
の
史
事
て
も
問
題
化
在
っ
て
い
る
ジ
ェ

y
ト
リ
と
い
う
階
居
に
ほ
ぼ
相
臨

ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
u

ソ
ず
江
ト
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
努
者
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
新
貴
族

u

d

エ
ン
ト
リ
の
同
県
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
シ
ェ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
イ
ギ
F
ス
革
命
の
特
殊
性
を
説
明
し
よ
う
と
し

τ
い
泊
。
し
か
し
、

こ
白
新
貴
族
』
ジ
ュ
ン
ト
リ
の
社
曾
的
・
経
済
的
性
格
は
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
な
る
と
、
ソ
ず
ェ
ト
の
筆
者
の
あ
い
だ
に
も
、
か
な

り
の
意
見
白
相
違
が
あ
る
。

話
た
と
え
ば
、
コ
ス
ミ
ン
ス
守
1

お
よ
び
レ
ク
ィ
ツ
キ
l
篇
『
一
七
世
紅
白
イ
ギ
P
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
』

ペ
ー
ジ
、
七

0
1七
一
ペ
ー
ジ
、
二
心
一
旬
、

1
ジ
、
三
九
五
ペ
ー
ジ
、
第
二
巻
二
ハ
八
ペ
ー
ジ
そ
の
他
。

(
一
九
五
四
年
〕
第

巻
、
人
1
九

ユ
・
エ
ム
・
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

彼
心
論
文
「
ハ
リ
ン
ト

Y
D
政
治
親
心
階
級
的
本
質
一

(
論
文
集
『
中
世
』
第
四
集
一
九
宜
三
年
二
五

五
二
七
0
ペ
ー
ジ
担
よ
び
第
五
集
一
九
五
凹
年
二
二
八

l
二
四
九
ペ
ー
ジ
)
に
沿
い
て
、
ハ
リ
ン
ト

y
t近
代
民
主
主
義
の
父
あ
る
い
は
祉
曾

主
義
の
先
駆
者
と
特
徴
づ
け
よ
う
と
し
た
従
来
の
見
解
に
反
射
し
て
、
ハ
リ
ン
ト
ン
こ
そ
新
貴
族

1
ジ
ェ

Y
ト
F
の
イ
デ
オ
ロ

l
rに

ほ
か
な
ら
な
悼
と
考
人
、
そ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
貴
族
主
義
的
本
質
を
あ
き

b
か
に
し
よ
う
と
し
た
υ

己
の
論
文
の
た
か
て
、
十
プ
ル

ハ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
相
酬
を
分
析
す
る
前
提
と
し
て
、
新
貴
族

l
ジ
エ
ン
ト
リ
心
一
世
曾
的
・
経
済
的
性
格
、
お
よ
び
新
貴
族

ィ
キ
ン
は
、

l
vン
エ
ン
ト
リ
と
ブ
ル
点
ョ
ア
ジ

l
の
同
盟
が
成
立
す
る
経
倒
的
恭
礎
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
農
村
て
は
、

一
四
世
紀
の
末
に
は
農
奴
制
が
解
惜
し

一
五
世
紀
の
末
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
艶
革
が
は
じ
ま
り
、
モ

れ
に
よ
っ

τ良
日
目
的
土
地
所
有
が
暴
力
的
に
破
壊
さ
れ
、
農
業
制
度
は
資
本
主
義
的
に
改
造
さ
れ
る
υ

モ
む
た
め
、

ご
ろ
ま
て
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
耐
震
付
に
は
資
本
主
義
が
い
ち
ぢ
る
し
く
進
展
す
る
。

一
七
世
紀
の
な
か

一
六
一
七
世
紀
の
農
業
革
命
に
沿
い
て
、
土
地

ジ
ヰ
ン
ト
リ
の
枇
官
的
・
線
問
的
性
楠

第
七
十
八
巻

。

第

皆

O 



ジ
ょ
ン
ト
ηJ
の
粧
台
的
・
経
済
的
性
格

持
七
十
八
巻

。
第

競

。

は
農
民
、
封
建
貴
飯
、
教
曾
、
困
王
の
手
か
ら
貨
幣
を
も
ち
あ
た
ら
し
い
保
件
の
も
と
で
経
営
す
る
己
と
が
で
き
る
も
の
の
干
に
う
つ

っ
た
u

と
う
し

τ、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

一
六
一
七
世
紀
の
農
業
革
命
を
、
新
土
地
所
有
者
階
級
に
よ
っ

τ玄
!
不
主
義
的
な
土
地
所

有
が
形
成
さ
れ
る
過
程
と
し
て
と
ら
え
、
同
時
に
モ
の
反
農
民
的
た
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。

サ
フ
ル
ィ
キ

γ
は
、
資
本
主
義
的
な
土
地
所
有
が
形
成
さ
れ
る
遇
税
に
一
七
世
紀
の
イ
ギ
り
ス
農
村
の
い
ろ
い
ろ
の
階
暦
が
ど
の
よ

う
に
参
加
し
た
か
を
あ
き

b
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
提
起
し
ま
ず
、
貴
族
に
つ
い
て
こ
う
い
っ
て
い
る
。

「
一
七
世
紀
白
イ
ギ
リ

ス
心
祉
曾
生
活
の
も
っ
と
も
重
要
注
契
機
は
、
農
村
に
資
本
主
義
関
係
が
致
展
す
る
と
と
も
に
貴
族
の
階
居
分
化
が
す
す
ん
だ
と
と
て

あ
っ
た
」
(
サ
フ
パ
ィ
キ
ン
前
掲
香
第
阿
集
二
五
二
ペ
ー
ジ
)
。

イ
ギ
リ
ス
の
貴
肢
の
一
部
は
、
封
建
地
代
モ
の
他
の
封
建
的
牧
入
に
依
存
し

て
沿
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
後
生
し
た
プ
ル
タ
ョ
ア
的
な
経
済
に
遮
際
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
サ
プ
ル
ィ
キ
Y
は
、
貴
族
の
こ
の
よ

ふ
る
い
封
建
的
な

L
司
3

円台

E
4
お
よ
び
経
済
的
に
お
〈
れ
た
地
方
て
あ
る
イ
ン
グ
ラ

Y
F
西
部
お
よ
び
北
部
諸
州
の

中
小
貴
族
と
特
徴
づ
け
て
い
旬
。
ふ
る
い
貴
族
の
特
徴
は
、
温
度
の
浪
費
ヤ
負
債
の
た
め
に
問
分
の
土
地
主
手
ば
な
さ
ね
ば
な

b
な
か

っ
た
こ
と
て
あ
る
。
こ
う
い
う
ふ
る
い
貴
族
は
、
革
命
の
と
き
に
は
絶
封
主
義
の
側
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

う
た
部
分
色
、

註
コ
ス
ミ
ツ
ス
キ
l

お
よ
び
L

ウ
ィ
ツ
キ
I

篇
『
一
七
世
組
の
イ
干
リ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
』
の
な
か
で
も
、
と
の
よ
う
な
特
徴
づ
け
が
和
こ
な

わ
れ
て
い

ω
(
阿
書
b
0
ペ
ー
ジ
。
執
筆
者
1
1ヴ
ェ
・
エ

y

・
子
ミ
ヨ
ノ
フ
)
。
ま
た
ヒ
ル
も
同
様
の
か
ん
が
え
か
た
を
し
め
L
て
い
る
(
凸
回
目
=

令
r
o
p
t
F
F
E
C
E
S
V
H
C
F
唱

団

F
A叶
宮

品

P
E
P
-
o目
E
E
s
a
F
O
H
E
R
B咽
EHY
出
品
"
出
戸

E
S
〈
。
】
叩

P

F
出回、

℃
四
回
日
山
)
。

は
若
干
D 

S 
口l
u 

g 
~ 

.Q新

司J芸
勺カJ
千ど

よ心
J ょ
竺詰う
つ占t た
階
居
て
あ
る
i)~ 

に
でつ

て
は

そ
の
中
心
と
な
る
の
は
中
位
の
貴
族

Q
3
5、)

つ
f 
」

G) 

よ
う
に
か
ん
でが
あttえ
り二て
、 Lλ

る。

新
貴
族
心
友
か

ザ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、

身
分
か
ら
い
え
ば



S
E
E
S切
に
局
す
る
。

新
賢
族
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ω出
身
て
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
傾
向
を
も
っ
て
円
る
」
貴
践
で
あ
っ
て
、
モ

の
基
本
的
在
職
業
は
農
業
と
牧
羊
で
あ
り
、
資
本
主
義
的
な
地
代
と
利
潤
と
が
一
六
|
一
七
世
紀
心
新
貴
族
の
主
要
な
牧
人
源
て
あ
っ

た
。
ふ
る
い
貴
族
は
土
地
を
う
し
な
っ
た
が
、
新
貴
族
は
あ
ら
ゆ
る
干
段
を
つ
く
し

τ土
地
を
棋
大
し
た
。

吉
三

一
方
、
ド
ロ
位
。

2
2可
は
浪
落
す
る
。

一
六

1
一
七
世
記
心
イ
ギ

U
ス
の
ジ
ェ

γ
ト
リ
は
、
大
き
な
成
功
を
沿
さ
め
、

程
一
サ
ア
ル
ィ
キ
ン
は
、
彼
の
〈
つ
の
論
文
明
イ
ギ
リ
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
阜
の
若
干
の
問
題
に
づ
い
て
』
(
論
文
集
『
中
忙
』
第
四
集
一
九
五

三
年
三
五
五
一
二
七

C
ペ
ー
ジ
)
の
な
ト
で
、
ェ
ム
・
ア
・
バ
ル
ク
『
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
そ
の
時
代
』
(
一
九
五

C
年
)
の
論
評
に
と
ー
と
よ
せ
て
、

イ
キ

P
ス
革
命
に
か
ん
す
る
い
ろ
い
ろ
の
問
周
を
提
起
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
ジ
ょ
ン

F
リ
の
問
題
も
あ
コ
か
わ
れ
て
い
る
が
、
サ
プ
ル
イ
キ
ン

は
、
新
貴
肢
の
上
唐
部
に
は
チ
ュ

1
グ
ァ
王
朝

2
き
に
づ
く
ら
れ
た
あ
た

b
し
い

P
E
g
s
-〈
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
バ
ル
ク
は
新
貴

族
を
軍
医
賞
族
の
下
層
お
よ
び
中
居

K
L
て
ヤ
る
だ
け
で
、
と
の
こ
と
を
評
慣
し
て
い
な
い
唱
と
し
て
、
バ
ル
ク
&
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ

プ
ル

4
キ
ン
は
乙
引
い
が
ど
う
い
う
意
味
を
も
?
か
に
つ
い
て
は
の
べ
て
い
な
い
。

話
=
サ
プ
ル

4
キ
シ
は
、
ふ
る
い
貴
族
主
.
北
市
お
よ
び
西
部
の
貴
族
と
特
徴
づ
け
な
が

b
、
新
貴
族
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
か
原
市
部
地
方
自
貴
族

で
あ
る
唱
と
は
い
ヮ
て
い
な
い
。
ま
た
、
新
貴
族
の
な
か
に
も
、
系
詩
的
に
は
、
奮
燕
の
貴
族
、
農
奴
か
ら
上
昇
し
た
も
の
、
商
人
、
手
T
L

業
者
、

そ
の
他
が
ふ
く
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
φ

が
、
と
ろ
い
う
階
層
の
各
々
が
ど
の

Z
う
な
比
重
を
も
っ
て
い
る
の
か
忙
ワ
い
て
も
、
ふ
れ

ιれ
て
い

な
い
。

註

三

ジ

4

U

ト
リ
ら
興
陸
と
己

E語
口
屯
の
法
落
と
い
う
し
ν
A
I
マ
は
、
ト

1
=
4
の

合
J

0

2

0

。
一
町
四
百
件
弓
V

の
稜
表
以
燕
‘
イ
ギ
u
J
ス
の
且
皐

で
も
ジ
品
ン
ト
リ
前
四
巾
心
問
問
と
た
ヮ
て

v
る。

サ
プ
ル
ィ
キ

Y
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ
が
七
一
地
を
獲
得
し
た
、
い
ろ
hv
ろ
の
ば
あ
い
を
説
明
し
て
い
る
。

農
業
革
命
の
は
じ
め
か
ら
、
ジ
エ
ン
ト
リ
は
、
農
民
の
土
地
を
積
極
的
に
収
奪
し
た
。

グ
ェ
・
エ
フ
・
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
の
研
究
(
『
一
五

世
紀
末
と
一
六
世
相
は
じ
め
の
イ
ギ

D
ス
に
お
け
る
聞
込
』

1
l
t論
文
集
『
中
世
』
第
一
集
一
九
四
二
年
一

O
六

一

O
七
ペ
ー
ジ
)
に
主
れ
ば
、

V

4

ン
L
r
p
の
社
曾
的
・
紹
神
的
性
柑

第
七
十
八
巻

。

第

五虎

。



ゾ

ι
γ

トリ
J
h
u

枇
骨
的
・
経
静
的
性
措

第
七
十
八
巷

。
四

第

E虐

。
四

五
一
七
年
の
聞
込
委
員
曾
に
汗
い
す
る
報
昔
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
た
園
込
者
の
う
ち
大
多
数
が
貴
族
て
あ
り
、
モ
心
在
か
で
も
ジ
エ
ン

ト
リ
が
多
ぐ
か
人
占
め
て
い
V

た
。
こ
の
時
代
に
は
、
共
同
牧
場
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ト
ロ
と
農
民
の
あ
い
だ
に
し
ば
し
ば
あ
ら
モ
い
が

み
ら
一
れ
る
c

曲
目
民
の
土
地
に
売
い
す
る
ジ
エ
ン
ト
リ
の
攻
撃
は
、
農
民
的
な
保
有
の
濁
占
八
回
O
円
吉
田
E
E
)
と
い
う
か
た
ち
て
お
己

な
わ
れ
ろ
こ
と
も
あ
っ
た
。

7
・
ェ

1

・
f
ず
ィ

Y
の
研
究
し
た
ウ
ィ

Y
グ
ム
・
マ
ナ
ァ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
マ
ナ
ァ
の
五
八
人
一

の
身
介
あ
る
(
日
昼
耳
目
)
。
両
国
巴
問
〕
保
有
者
の
う
ち
四

O
人
が
ロ
ピ

l
・
ホ
ー
ル
ダ
ー
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
サ
ず
ィ
ン
は
、

一
六
三

O
年

に
は
己
の
ウ
ィ

Y
ダ
ム
・
マ
ナ
ァ
に
身
分
あ
る
人
々
が
侵
入
し
て
い
た
、
と
結
論
を
く
だ
し
て
い
る
(
ア
・
エ
ヲ
・
サ
ゲ
イ
ン
『
東
部
の
一

γ

ナ
ァ
の
歴
且
』
〔
円
品
ム
・
ヵ

-
D
ュ
パ
ア
ス
キ
ー
記
念
論
集
』

一
九
一
七
年
二
七
五
、
二
七
七
ペ
ー
ジ
〕
、
『
三
つ
の
マ
ナ
ァ
の
歴
見
』
一
九
一
六
年

一一二七

l
二
三
八
ペ
ー
ジ
〕
。

九

Y
F
八
此
に
よ
る
修
道
院
領
の
廃
止
も
ま
た
、
ジ
エ
ン
ト
リ
が
土
地
を
手
に
い
れ
た
大
き
た
契
俄
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
修
道

院
白
土
地
り
い
ち
じ
る
し
い
部
分
が
貴
族

P
E
E〕
平
タ
ェ

Y

ト
ル
マ
ン
の
手
に
わ
た
っ
た
(
ア
・
エ
ヌ
・
サ
グ
4

ン
『
イ
ギ
P
ス
の
怯
蓮

院
領
酔
散
ι

一九

C
六
年
、

E
T
一
主
!
|
五
三
七
、
五
凹
六
五
六
一
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
、
つ
ぎ
の
一
二
世
代
の
あ
い
だ
に
、
貴
族
の
え
た
修
道
院

領
D
多
く
は
ジ
エ
ン
ト
リ
の
手
に
う
つ
っ
た

3
2ロ
4
A
J
H
J
E
2ゆ
え
何
百
件
門
別
民
事

l
g
E
Y
出
。
?
国

H
N
F
-
×
F
H
。
p-u
回
∞
!
)
。
ア
ル

ハ
ン
グ
リ
ス
キ
ー
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
革
命
期
の
士
地
移
動
に
沿
い
て
も
、

2
1よ
そ
の
土
地
主
獲
得
し
て
い
旬
。
こ
う
し

て
、
ジ
ヰ
ン
ト
リ
は
、
貴
族
四
、
教
舎
の
士
地
を
う
け
つ
ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
権
力
を
も
う
け
つ
い
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

註
ニ
ん
・
イ
・
ア
ル
ハ
シ
グ
リ
ス
キ
1
『
イ
ギ
リ
ス
車
帝
の
農
業
立
法
』
第
二
部
一
九
三
九
年
二
五
五
ペ
1
ヅ
。
浪
収
さ
れ
た
授
王
派
(
白
色
臣
官
2
4

の
土
地
肱
貰
に
か
ん
し
て
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
n
J
ス
キ
ー
が

F
S
E
。
由
自
に
保
存
さ
れ
て
い
る
一
六
五
二
|
一
六
五
五
年
の
「
示
談
委
員
合
一
(
吋
宮

口
C
R
5
5
2
r門
口
。
日
胃

E
E」
凹
)
の
記
艇
に
よ
り
て
研
究
し
た
と
乙
必
に
よ
れ
ば
、
凹

O
一
一
の
記
能
例
の
う
ち
購
買
者
の
身
分
が
あ
き
b
h
に
さ
れ



て
い
る
一
一
一
一
人
の
は
あ
い
、
ロ
ン
ド
ン
の
プ
ル
ジ
ラ
ア
グ
ー
が
五
0
・
七
一
一
一
%
を
占
b
て
第
一
位
で
あ

p
、
ゾ
L

ン
ト
ル
マ
ン
と
。
E
B
a
F
こ
札

に
づ
い
で
い
る
。
し
か
L
、
す
E
国

gr
が
一
一
一
円
甫
京
都
の
州
の
骨
】
臣
官
。

E
の
土
地
の
移
動
に
つ
い
て
研
究
し
た
も
の
(
令
4
Z
E
g
o
乱

開
。
苫
E
ニ
自
白
骨
E
m
F
ω
F百
円
。
唱
ロ
自
V

】目
E
出
・
同
-
E
S
・
〈
♀
・
回
目
。
・

P
M
V
E∞l
凶

C
4
)

を
み
る
と
、
王
築
扱
の
土
地
所
有
者
は
、
け
っ

き
ょ
く
の
と
と
ゐ
、
そ
の
領
地
の
去
部
あ
る
い
は
一
部
在
峡
復
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
円
ン
ゲ
リ
ス
キ
ー
の
見
解
は
再
検
討
が
必
要
の
よ

う
で
あ
る
。

サ
プ
ル
ィ
キ

γ
は
、
子
ェ
ン

l
リ
の
一
な
か
に
フ
ル
デ
ョ
ア
的
な
要
素
が
吸
牧
さ
れ
た
己
と
を
重
腕
し
て
い
る
Q

市
フ
ル
ジ
苛

7
3
ー
も
土
地
に
大
き
な
関
心
を
も
ち
、
都
市
の
資
本
は
、
大
規
模
に
農
村
に
な
が
れ
己
ん
だ
。
都
市
の
資
本
が
土
地
に

な
が
れ
こ
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
エ
ン
ト
リ
の
一
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
が
促
進
さ
れ
た
。
一
方
、
イ
ギ

E
ス
て
は
、
ジ
ェ
ン
ト

H
の
身
分
的

閉
鎖
性
が
な
か
っ
た
た
め
、
土
地
を
た
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
た
要
素
は
、
た
い
て
い
の
ば
あ
い
、
ジ
エ
ン
ト
リ
J

の
た
か
に
吸
収
さ
れ
、
ジ

ェ
γ
ト
リ
を
盟
佑
し
た
。

一
七

T耐
に
は
、
都

話
サ
プ
ル
4

キ
y
は
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
土
地
主
手
に
い
れ
た
と
と
に
つ
い
て
は
、

2
5邑。
3
A
E若
々
邑
間

E
ご
o
F己
EY(5-p-uBH)

中
前
記
の
ア
ル
ハ
ン
ゲ
D
ス
キ
ー
の
研
究
か
ら
倒
を
ひ
い
て
い
る
が
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
そ
の
土
地
在
い
か
に
担
皆
し
た
か
を
あ
き
b
か
に
じ
て

し
V

な
U

乙
の
上
う
校
保
件
の
も
と
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
ジ
ェ
ン
ト
日
は
、
農
業
問
題
に
沿
い
て
一
つ
の
方
向
主
と
る
よ
う
に
左
り
、
こ

の
と
と
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
ジ
ュ
ン
ト
ワ
の
同
盟
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
ゼ
は
、
士
地
が
農
民
や
封
建
貴
族
h
T
閣
ヰ
一
品
、
数
舎
の
手
か
ら
ジ

z
y
ト
リ
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
へ
わ
た

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
的
な
土
地
所
有
が
つ
く
ら
れ
た
。
ジ
ェ
ン
ト
日
正
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
農
業
革
命
に
積
極
的
に
参
加

世
一

し
た
、
王
な
動
機
の
一
つ
は
、
ザ
プ
ル
ィ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
的
た
地
代
を
え
る
こ
と
ぞ
あ
っ
た
。
資
本
主
義
的
た
地
代
は
半
隷

ジ
ヰ
ン
ト
U
J

の
世
官
的
・
経
神
的
性
格

第
七
十
人
巷

。
五

事

盟

。
五



Y

A

シ
ト

y
の
社
曾
的
・
給
油
昨
的
性
格

第
七
イ
八
巷

。
プて

隼

ま信

。
ノ、

局
的
な
曲
目
民
て
は
な
く
て
賃
鋒
働
者
搾
取
す
る
賛
本
家
的
借
地
農
の
経
皆
が
土
地
で
お
こ
必
な
わ
れ
る
己
と
を
前
提
す
る
と
し
て
、
ザ
プ

註
ニ

ル
ィ
キ
ン
は
、
農
業

k
bけ
る
資
本
・
貸
州
労
働
の
関
係
の
設
展
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
本
主
義
的
借
地
関
係
の
登
展
の
指
槙
は

定
期
佑
地

2
2丘
三
臼
)
と
定
期
借
地
に
た
い
す
る
地
代
の
増
大
て
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
+
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
パ
ロ
ウ
・
マ
ナ
ア

詮
三

と
プ
ラ
ン
プ
ト

y
・
マ
ナ
ァ
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

臣

一

サ

ア

ル
v

ペ
キ
ン
は
、
新
貴
按
と
プ
a
p

ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
品
業
草
命
に
積
極
的
に
参
加
し
た
他
の
動
揖
す
な
わ
ち
資
本
主
義
的
利
潤
の
獲
得
k
い
う

鮎
L
L

無
抗
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
彼
山
論
文
の
一
一
五
六
d

、
:
ジ
の
註
の
な
か
で
こ
の
ζ

唱
と
を
と
と
わ
っ
た
う
え
で
、
イ
ギ
U
J

ス
の
貴
族
の

在
か
に
は
一
人
の
人
聞
が
同
時
に
資
本
山
訟
で
あ
り
地
代
牧
医
者
で
あ
り
借
地
入
で
あ
り
領
主
で
あ
る
も
の
が
多
い
、
と
も
い
っ
て
い
る
。

註
二
己
札
に
ヲ

ρ
て
は
、
サ
プ
ル
イ
キ
ン
は
、
↓

7
2
t
F
A口
。
日
官
f
z
B
〉
ロ
也
。

z
E
Y
P日
正
己
明
、

EHF-γ
苛
・
司
〉

4
2
2仲
合
d

宮
司
。
M
H
E
S】

自
色
。
。
自
国

OREd-d円
E
V
-
-】

H
H
H
b
P
A
L
-
t
H
V
M
H
F
肘

P
E
d邑
4
ロ
令
HP官
M
H
】

W
E
N
g
-
o
E
E
E
V
H
b邑
]
吋
回
目
℃
コ
。
!
弓
斗

]

川

口

E
B
r
E
E
A
4
r
J
s
;
E
p
r
S
F
2
阿世間
-
E
r
g
-
mロ
Eる

E
Z
L
Z
P
句
「
誌
な
ど
、
昔
時
の
著
作
者
の
霊
=
一
E
引
用
し

て
い
る
だ
け
で
、
貸
時
の
制
を
あ
げ
て
い
な
い
。

桂
三
パ
ロ
ワ
・
マ
ナ
ア
で
は
、
一
有
六
六
年
に
は
定
期
借
地
位
存
主
し
な
い
が
、
二
ハ
=
一
一
二
年
に
は
七
人
の
克
期
借
地
農
が
七
三
六
エ
イ
カ
ァ
の
土

地
を
保
有

L
、
彼
p
h
J

炉
支
排
ヮ
た
地
代
は
領
、
ム
一
が
う
け
と
ヮ
た
地
代
総
額
の
四

E
・
九
%
に
遣
し
た
。
一
点
、
五
七
の
謄
本
保
有
良
は
二
三
ニ
ニ

エ
イ
カ
r

を
保
有
し
た
が
、
そ
の
支
排
っ
た
地
代
は
人
王
位
。
五
四
・
一
%
に
す

g
た
い
。
一
六
凹
九
年
に
は
、
一
心
人
の
定
期
借
地
内
同
は
八
三
六

エ
イ
カ
ァ
を
保
有
し
、
そ
の
支
捕
っ
た
地
代
は
全
閣
の
六
七
%
で
あ
り
、
謄
本
保
有
良
は
四
ム
ハ
人
で
一
一
一
回
ヱ
イ
カ
ァ
を
保
有
し
、
全
世
の
二

九
%
の
地
代
を
支
排
ヮ
た
だ
け
で
あ
る
。
一
六
五

O
年
に
は
、
プ
ラ
シ
フ
ト
ン
・
マ
ナ
ァ
位
、
パ
ロ
ウ
・
ず
ナ
ア
よ
り
も
企
業
的
に
経
皆
さ
れ
、

定
期
借
地
か
ら
の
枚
入
が
マ
ナ
ァ
の
主
な
牧
入
源
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
マ
ナ
ァ
に
有
利
な
大
き
な
定
期
借
地
位
a
V
A

シ
ト
リ
の
手
に
あ
ヮ

た
。
彼
ら
は
五
二
八
ヰ
イ
カ
ァ
を
保
有
し
、
円
。
三
ポ
ン
ド
を
克
抑
ぅ
。
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
は
一
エ
イ
カ
ァ
に
つ
き
一
二
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン

ス
を
、
ま
た
あ
る

2
5
5
は
一
エ
イ
カ
ァ
に
つ
き
一
ポ
ン
ド
四
シ
n
y

ン
グ
を
支
排
っ
た
が
、
謄
本
梓
有
良
は
一

L

イ
カ
ァ
に
つ
き
一
シ
U
J

シ
グ

七
4

ン
ス
を
支
掛
っ
た
。
な
お
、
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
位
、
こ
の
例
は
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
の
研
究
成
果
を
か
り
た
も
の
で
あ
る
、
と
と
と
わ
っ
て
い
る
。



し
か
し
、
新
貴
校

1
ジ
ェ
〆
ト
リ
心
土
地
所
有
は
、
二
つ
の
黙
で
制
限
を
う
け
て
い
た
。

一
つ
に
は
、
慣
習
的
土
地
保
有
者
と
し

τ

J
J

エ
ン
ト
リ
の
土
地
を
保
有
す
る
人
身
的
に
自
由
な
農
民
の
存
在
托
よ
っ
て
、
土
地
所
有
者
が
そ
の
土
地
を
自
由
に
慮
介
す
る
こ
と
が

さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。

ま
?と

貴
族
の
土
地
所
有
は
軍
役
保
有

(
r
E凹
Z
百
口
言
。
)
て
あ
っ
て
、

封
建
的
位
階
制
の
長
で
あ
る
闘
王
に

隷
属
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
問
分
の
土
地
を
庭
介
す
る
権
利
に
つ
い
て
図
王

ω一
監
督
を
う
け
る
ば
か
り
か
、
大
き
な
物
質
的
損
害

を
も
う
け
た
。
そ
乙
て
、
新
貴
族
の
土
地
所
有
者
は
、
自
己
の
土
地
所
有
を
封
建
的
所
有
か
ら
ブ
ル
♂
ョ
ア
的
所
有
に
か
え
よ
う
と
し

て
、
農
民
か
ら
も
閣
王
か
ら
も
自
己
の
土
地
所
有
を
解
放
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

農
民
の
土
地
保
有

(
2ヨ
ロ
C
E
)

に
も
む
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
農
民
の
土
地
保
有
に
た
い
す
る
ジ
エ
ン
ト
リ
の
攻
撃
は
、
前
に
の
。
へ
た
よ
う
な
、
国
込
や
農
民
の
共
同
地
り
牧
奪
の
ほ

か
に
、
慣
習
地
代

(
g
m
Z
E己
司
自
己
)
心
値
上
げ
と
い
う
か
た
ち
で
も
お
こ
な
わ
れ
る
。
十
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
サ
ず
ィ
ン
、
ア
ル
ハ

註

ン
グ
リ
ス
キ

l
、
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
ら
心
研
境
を
引
用
し
て
、
モ
れ
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
号
し
て
、
一
六

l
一
八
世
紀
の
ジ
エ
ン
ト

リ
L
F
一
プ
ル
ジ
ョ
ア
ク

l
の
土
地
保
有
者
は
、
同
己
の
土
地
問
有
を
横
大
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
い
土
地
所
有
を
資
本
主
義
生
産
に
順
嬉

し
た
が
っ
て
、

新
貴
族
の
攻
盤
は
、

図
王

ω様
力
に
む
け
b
れ
る
と
と
も
に
、

さ
せ
、
農
村
に
治
げ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
完
成
し
た
。
し
か
し
、
己
の
農
業
革
命
は
、
ひ
じ
工
う
に
反
農
民
的
な
性
格
を
治
び
て
い

る。

サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
主
土
地
問
有
が
創
設
さ
れ
る
遁
程
を
、

レ

l
一一

y
t
引
用
し
て
(
レ
l

一
一
ン
『
一
九

O
五

l
一
九

C
七
年
内
第
一
試
ロ
シ
ア
草
命
に
お
け
る
仕
官
民
主
誕
の
農
業
綱
領
』
全
集
第
二
一
一
巻
〔
大
月
害
賠
版
〕
二
七
一
り

l
二
七
三
ベ

地
主
の
た
め
に
す
る
「
農
民
的
土
地
所
有
の
暴
力
的
密
草
に
工
フ
て
」
治
こ
な
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
申
世
か
ら
の
「
土
地
の

清
揖
」
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
土
地
所
有
が
、
園
王
や
敬
曾
h
T
封
建
貴
族
の
手
か
ら
ジ
エ
ン
ト
リ
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
手
に
う
つ
つ

ー
ジ
)
、

た
と
と
は
、
農
民
U
H
保
有
者
白
牧
奪
を
と
も
な
っ
た
が
、
こ
わ
が
ま
た
、
と
の
一
過
程
の
基
本
的
内
容
で
あ
っ
た
。

ジ
エ
ン
ト
リ
の
社
曾
的
・
経
樫
的
性
格

第
七
十
入
管

O 
七

第

慣

。
七



f
ι

シ
ト
リ
の
世
合
的
・
経
神
的
性
時

第
七
十
人
審

O 
ノL

多害

鞭

。
A 

住
ザ
ワ
イ
ン
『
二
つ
の
マ
ナ
ァ
の
歴
且
』
、
ア
ル
円
ン
ゲ
uJ
ス
キ
1

『
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
農
業
立
法
』
第
一
部
二
七
一

l
l二
七
四
ペ
ー
ジ
、
ラ
グ

ロ
ア
ス
キ
ー
『
一
六

l
一
人
世
犯
の
イ
ギ
P
ス
に
お
け
る
土
地
所
有
わ
分
配
&
地
代
形
態
』
E
1
l

『
ソ
同
盟
科
事
院
詣
報
』
陸
且
お
よ
び
背
皐
筒
一

九
四
八
年
第
王
春
第
二
披
一
九
六

l
一
九
七
ミ

1
ジ。

土
地
所
有
者
の
概
貼
か
ら
み
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
開
問
題
は
、
彼

b
土
地
所
有
者
に
た
い
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
た
士
地
私
有
様

を
あ
た
え
る
己
と
ぜ
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
革
命
は
、
軍
役
保
有
制
の
陪
止
と
い
う
か
た
ち
で
、
こ
白
課
題
を
解
決
し
た
。
サ
プ
ル
ィ
キ

γ

は
、
こ
の
軍
役
保
有
制
の
廃
止
の
枇
曾
的
・
経
済
的
意
義
を
、
と
ち
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
役
保
有
制
の
慶
止
に
よ
っ
て
、
ジ

ェ
ン
ト

U
や
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
土
地
所
有
者
に
は
、
土
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
私
有
権
が
あ
た
え
ら
れ
た
が
、

一
方
、
農
民

居
心
生
存
白
保
設
は
う
ば
わ
れ
た
。
と
い
う
白
は
、
貴
放
は
、
彼

b
D
財
産
に
た
い
す
る
園
王
の
後
見
か
ら
解
放
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

自
己
の
所
有
地
に
た
い
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
私
有
様
を
手
に
い
れ
た
と
と
に
よ
っ
て
、
間
己
の
所
有
地
の
保
有
者

1
農
民
を
容
易
に
ま

た
自
由
に
牧
奪
す
る
可
能
性
が
あ
た
え
ら
れ
た
か

b
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
土
地
の
保
有
者
U
農
民
に
た
い
し
て
は
、
チ
ュ

l
グ
ァ
主

朝
h
T
初
期
ス
チ
旦
ア

l
ト
朝
が
聞
込
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
ば
あ
い
白
よ
う
な
政
府
に
よ
る
援
助
は
も
は
や
な
く
、
国
込
を
法
律
的
に

規
制
し
よ
う
と
い
う
す
べ
て
の
企
園
は
、
失
敗
に
終
フ
問
。

註
エ
ム
・
ア
・
バ
ル
ク
『
イ
ギ
9
ス
革
命
と
農
民
的
土
地
所
有
の
誕
命
(
い
わ
ゆ
る
《
軍
役
保
有
制
の
陵
止
》
に
つ
い
で
〕
』
(
論
文
集
『
中
世
』
第

五
集
一
ー
九
五
四
年
三
二

1
l五
八
ペ
ー
ジ
)
申
、
コ
ス
ミ
シ
ス
キ
l

担
よ
び
レ
ゲ
ィ
ァ
キ
1
篇
『
一
七
世
和
の
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
本
命
』
の

な
か
の
第
一
二
軍
司
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
農
業
政
策
と
農
業
立
法
』
第
四
節
『
封
建
的
土
地
所
有
形
態
の
駿
止
と
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
農
民
居
の
運
命
に

あ
た
え
た
意
義
』
一
一
一
九

4
l凶
O
八
ペ
ジ
(
執
筆
者

l
lア
ル
ハ
ン
グ
P
只キ
1
)

に
お
い
て
も
、
同
様
り
視
貼
か
ら
軍
投
件
有
制
陵
止
の
問
題

が
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。

一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
ゼ
軍
役
保
有
税
殴
止
の
こ
の
よ
う
な
地
主
的
た
本
質
を
見
ぬ
い
て
い
た
の
は
、
十
プ
ル
ィ
キ
ン
に
よ
れ
ば
、



一
七
位
紀
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
で
農
業
関
係
主
改
泊
す
る
た
め
に
た
た
か
フ
た
い
ま
一
つ
の
勢
力
は
、

小
屋
住
農

(
2
=日
切
)
、
貧
民
(
刷
出
直
官
官
)
、
お
よ
び
農
民

1
保
有
者
で
あ
っ
た
o

農
民
層
の
分
化
に
工
っ
亡
、
ま
た
P

A

Y
ト
リ
や
富

裕
な
農
民
や
借
地
農
業
者

(
P
H
E耳
切
〉
り
た
め
に
治
と
な
わ
れ
た
農
業
革
命
に
上
っ
て
、
彼
b
は
、
土
地
な
さ
貧
民
に
博
化
し
つ
づ
あ

っ
た
。
ウ
ィ
ン
ス
グ
ン
リ
と
デ
ィ
ッ
ガ

1
1
は
、
こ
れ

b
貧
民
を
代
表
し
、
財
産
山
平
等
と
共
有
と
い
う
要
求
を
か
か
げ
て
、
た
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
は
、
一
七
世
紀
山
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
財
産
の
平
等
と
共
有
の
要
求
を
賀
行
す
る
ζ

と
は
、
中
北
的

イ
ギ
リ
ス
の
土
地
関
係
の
す
べ
て
の
制
度
の
民
主
的
怠
饗
革
を
意
味
す
る
も

ω
て
あ
り
、
そ
こ
に
、
平
等
主
義
的
「
共
産
主
義
」
心
ス

ウ
f
y
ス
グ
ン
ー
だ
け
で
あ
っ
た
。

ロ
l
ガ
Y
白
も
と
に
あ

b
わ
れ
た
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
治
け
る
農
業
革
命
の
農
民
的
た
線
の
歴
史
的
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
、
と
考

註

え
て
い
る
。

宮
戸
ィ
ッ
ガ
1

ズ
と
そ
イ
ギ
P
ヌ
島
村
町
民
主
勢
力
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
忍
司
と
い
ろ
サ
プ
ル
4

キ
ン
の
買
停
に
は
性
日
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、

デ

4

ツ
ガ
1

ズ
を
ど
の
土
う
な
階
層
と
し
て
と
b
え
る
か
忙
つ
い
て
は
、
サ
プ
ル
ィ
キ
シ
の
考
え
か
た
に
、
た
だ
ち
陪
L
た
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
の
問
題
は
、
次
稿
で
あ
っ
か
わ
れ
る
。

一
六

l
一
七
世
紀
の
ジ
エ
ン
ト
リ
の
ブ
ル
ぜ
ョ
ア
的
な
性
格
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
彼
の
べ
つ

の
論
文
(
『
イ
ギ

p
ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
且
の
若
干
の
問
題
』

l
l論
文
集
『
中
世
』
第
凹
集
一
九
E
三
年
三
五
五
三
七
0
ペ
ー
ジ
)
に
お
い
て
、

サ
プ
ル
イ
キ
ン
は
、

ζ

白
よ
う
に
、

ジ
品
ン
ト

H
に
づ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
た
特
徴
づ
け
を
あ
た
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
一
六
一
七
世
紀
の
新
貴
族
の
土
地
所
有
者
と

し
て
白
基
本
的
特
徴
を
さ
め
る
も
の
は
、
を
に
上
り
も
ま
ず
、
絞
ら
は
、
イ
ギ
り
ス
農
村
に
お
け
る
資
本
、
主
義
の
護
展
と
と
も
に
、
そ

れ
に
調
醸
し
て
自
己
の
土
地
所
有
を
維
持
し
、
横
大
し
、
自
己
の
土
地
所
有
の
濁
市
を
資
本
主
義
的
収
入
と
い
う
か
た
ち
で
賀
現
し
て

借
地
農
に
貸
出
し
た
ば
あ
い
に
し
は

b
わ
れ
る
自
分
の
土
地
心
地
代
を
手
に

w
れ
は
じ
め
た
と
い
う
射
で
あ
る
」

いる一、

つ
ま
り
、

ジ
工
ン
ト
リ
の
仕
合
拍
・
紹
済
的
性
椅

第
七
十
八
巻

。
九

停

鵠

O 
九



ジ
ヰ
ン
L
r
u
J
の
祉
合
的
・
経
神
間
的
性
格

第
七
イ
八
告

O 

第

茸吉

。

(
サ
フ
ル
ィ
キ
ン
『
前
掲
書
』
一
二
瓦
八
ペ
ー
ジ
)
。

だ
が
、
+
プ
ル
ィ
キ
ン
に
し
て
も
、
ジ
エ
ン
ト
リ
白
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
企
業
家
的
な
面
を
ま

っ
た
く
無
闘
す
る
わ
け
て
は
泣
い
。
た
だ
、
彼
は
、
ジ
エ
ン
ト
リ

ω富
と
権
力
の
支
柱
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
の
土
地
所
有
に
あ
日
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

見
解
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
に
た
い
し
て
、
豊
在
る
土
地
所
有
だ
け
で
は
一
六
一
七
世
紅
白
ジ
ェ

Y
ト
U
の
富
強
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
W
と
い
う

エ
ム
・

7

・
バ
ル
グ
お
よ
び
ず
ェ
・
エ
ム
・
一
フ
グ
ロ

7
ス
キ
『
一
七
世
紀
前
半
白
イ
ギ
リ
ス
の
新
貴
伎
と

ヨ

l
マ
ン

H
U
一
世
曾
的
な
本
性
に
つ
い
て
」

(
『
陸
克
の
諸
問
題
』

一
九
五
え
年
第
六
時
七
七

l
八
六
ペ
ー
ジ
)
て
あ
る
。

バ
ル
ク
と
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
新
貴
校

l
ジ
ェ

Y
ト
リ
の
同
盟
と
W
う
こ
と
に
主
ヲ
て
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の

保
守
的
な
性
格
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
劇
、
イ
ギ
リ
ス
に
治
け
る
貴
族
の
介
裂
と
W
う
事
情
を
重
硯
す
る
勲
、
ジ

ι
y
ト
リ
白
土
地
所

有
心
経
凶
的
性
格
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
左
も
の
と
考
え
て
い
る
鮪
て
は
サ
プ
ル
ィ
キ
ン
と
沿
な
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

b
は
、
土
地
所

有
者
と
し
て

U
U
ェ
ン
ト

P
D
性
格
を
強
調
す
る
サ
プ
ル
ィ
午
ン
の
設
に
は
反
射
で
あ
コ
て
、

一
六
l
一
七
世
紀
白
ジ
品

Y
ト
リ
の
一
位

曾
的
性
格
は
も
っ
と
複
雑
た
も
の
で
あ
ワ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

ジ
エ
ン
ト
リ
の
な
か
に
は
、

一
五
世
相
の
大
土
地
所
有
者
の
な
か
か
ら
て
た
も

ρも
ふ
く
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
階
級
と
し

て
形
成
さ
れ
る
の
は
一
六
枇
紀
白
農
業
革
命
心
と
き
で
あ
る
。
ジ
正
ン
ト
リ
心
土
地
所
有
は
、
車
に
封
建
的
土
地
所
有
心
溺
占
が
あ
た

ら
し
い
僚
件
の
も
と
て
も
残
存
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
修
道
院
領
の
解
散
と
農
民
的
土
地
所
有
心
牧
奪
つ
ま
り
、
農
業

革
命
の
結
果
と
し
℃
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ル
ク
と
↑
ノ
ず
い
フ
ス
キ
ー
は
、
ジ
品

Y
ト
リ
を
、
大
土
地
所
有
者
と
い



う
よ
り
も
む
し
ろ
「
貨
幣
資
本
の
代
表
者
」
と
し
て
と

b
え
て
い
品
。
貨
幣
資
本
山
土
地
所
有
へ
の
侵
入
と
い
う
現
象
は
、
全
ヨ

1
下

ァ
バ
に
共
通
心
現
象
て
あ
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
の
ば
あ
い
に
は
、
商
入
品
、
手
工
業
者
は
、

マ
ナ
ァ
の
領
主

(
-
R
5
i
は
た
っ

τも
、
封

建
領
主
に
は
た
ら
ず
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
企
業
家
に
た
っ
た
と
い
う
結
が
特
徴
的
て
あ
る
。

パ
ル
ク
と
ラ
ず
ロ
ア
ス
キ
ー
は
、
ジ
江

Y
ト
リ
を
単
た
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
者
と
し
て
特
徴
づ
け
る
ζ

と
に
反
謝
し
、
ジ
ェ

ン
ト
リ
の
ア
ル
ジ
ョ
ア
的
企
業
中
部
的
な
面
を
豆
視
す
る
が
、
w

七
の
論
擦
は
こ
う
で
あ
る
。
一
六
世
紀
主
題
じ
て
園
込
の
過
程
が
進
行
し

た
と
し
て
も
、
相
倒
立
し
た
農
民
の
一
致
位
、
い
わ
ゆ
る
「
改
普
さ
れ
た
泊
代
」
公
巴
町
内

2
0白
自
己
)
を
し
は
ら
う
と
と
が
て
き
た
借
地
農

の
数
工
り
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
改
善
さ
れ
た
地
代
」
が
多
く
み

b
れ
る
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
で
護
展
の
進
ん
だ
地
方
に

か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
登
生
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
的
な
地
代
は
、
ジ
ェ
ン
ト

U
の
主
な
収
入
源
白
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
資
本
主
義
的
な
地
代
士
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
つ
ま
り
、
土
地
所
有
だ
け
て
は
、

一
六
一
七
世
紀
の
ジ

ι

ン
ト
日
の
官
狙
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ジ
エ
ン
ト
リ
の
繁
柴
の
前
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
モ
れ

は
、
ジ
ェ

y
ト
リ
が
農
業
以
外
の
職
業
と
く
に
商
工
業
に
従
事
し
、
そ
こ
か
ら
大
き
友
牧
入
を
手
に
い
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
た
ら
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

註
一

パ
ル
グ
と
ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
主
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
の
と
oロ
島
内
尚
昆
印
官
官

]VA出
品
や
問
。
〕
E
-
司
自
の
]EMMLHEロ
印
、
治
よ
び

註

二

吉

三

註

四

一
六
世
紀
の
す
ォ
リ
ツ
ク
シ
ャ
の
製
鎖
企
業
に
関
す
る
ベ
ラ
ム
の
研
賓
の
友
か
か
ら
例
を
ひ
き
、
ま
た
、
ベ
ー
コ
ン
や
オ
グ
レ

yrァ

の
よ
う
た
首
時
の
著
作
者
の
い
う
と
と
ろ
を
引
用
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
企
業
家
と
し
て
の
新
貴
族
の
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。

謹
一
バ
ル
ク

E
ラ
グ
ロ
プ
ス
￥
ー
は
、
サ
ァ

-
f
マ
ス
・
ス
ミ
ス
(
東
イ
y
p
i
脅
批
と
パ
ア
ミ
ュ
グ
骨
祉
に
閥
係
)
、
ジ
ュ
イ
ム
ズ
・
マ
ッ
ク
ス
ウ

品
ル
、
ロ
パ
ァ
ト
・
ザ
ン
A

ア
イ
ス
、
製
盛
業
に
担
け
る
サ
ァ
・
パ
ー
ジ
ル
・
プ
ル
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
工
業
陀
担
け
る
止
す
7

・
U

パ
ァ
ト
・
マ
ン
セ
ル
、

ジ
ェ
ン
ト
9
0
位
合
的
・
経
済
的
性
格

第
七
十
八
巻

第

鵠



ジ
-
ン
ト
uJ
の
紅
命
的
・
祖
神
向
性
椅

第
七
十
八
巻

第

強

銅
桁
開
。
特
許
取
を
手
に
い
れ
た
イ
シ
プ
ィ

1
ル
y
卿
と
サ
ァ
・
ジ
ョ
ン
・
パ
1

シ
ィ
ァ
、
ピ
シ
製
誼
業
の
サ
ァ
・
ト
マ
ス
・
パ
ジ
品
ッ
ト
、
硝

お
・
九
築
工
業
に
お
付
る
サ
ァ
・
ノ
ヨ
ン
・
プ
ル
ッ
ク
、
商
人
と
し
て
の
サ
ア
・
ウ
ィ
り
ア
ム
ズ
・
ス
ト
ウ
ン
や
サ
ァ
・
ジ
ョ
ン
・
ス
ピ
ル
マ
ン

中
サ
ァ
・
ウ
ィ

uJ
ア
ム
・
戸
リ
ス
ン
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
い
の
。

程

二

回

F
-
E
E
令
-
d
o
F
Z
J
L
z
y
g
E
:》
h
Z
5
認可
H
E
。ロ

m
v
q
5ロ
14司。
h
片

山

田

Z
E
Y
4
2
R
5
0
H
a
E
B
目
昏
o
E
F
o
s
zミ
Y
戸川
E品
z
q
丘

国

5
5同
E
E
合
M
m
E
E
-
-
=
E
v
-
-君
、
〈
己
記
乙
と
で
は
、
ヱ
リ
ザ
q

へ
ス
朝
町
地
主
で
ウ
ォ
リ
ツ
ク
シ
ャ
州
の
拠
錨
企
業
の
創
設
者

で
あ
る
ナ
イ
?
の
サ
ァ
・
フ
ラ
ン
シ
λ

・ウ
4

ロ
ピ
4
の
仰
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ロ

信

三

回

E
F
A回
m
g
s
E
o
r
B
Y
4
2
E
E
印有
E
目
。
℃
目
。
「
土
地
を
改
善
す
る
乙
と
は
古
を
手
に
い
れ
@
も
っ
止
も
ふ
つ
う
の
中
り
恥

た
で
あ
る

L
h
r
L
、
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
る
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
時
代
の
だ
れ
よ
り
本
大
き
な
枚
入
を
も
っ
て
い
た
貴
族
は
、
大

牧
畜
業
者
、
大
牧
羊
主
、
大
材
ホ
業
者
、
大
石
茨
向
、
大
数
物
商
、
大
築
鉛
業
者
や
大
製
盟
業
者
で
あ
る
と
と
を
如
ヮ
て
い
た
」
。

註

四

国

邑

E
A
口
♀

r
A己
H

n

m

山。。品。出

E
Z
E
Y
℃
・
昌
「
た
だ
の
カ
ワ
ン

l

p
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
シ
が
丘
ん
ら
恥
で
も
財
産
を
つ
く
る
と
い
う
上

う
な
可
能
性
は
た
い
。
財
産
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
伎
は
、
な
に
か
ほ
か
の
職
業
を
も
た
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。
捕
に
つ
い
て
い
る
だ
け
で

は
、
世
は
、
け
っ
し
て
官
む
ζ

と
は
で
き
な
い
」
。

こ
う
し
て
、
パ
ル
グ
と
ラ
グ
ロ
フ
ス
キ
ー
に
上
れ
ば
、

一
七
世
紀
前
出
の
ジ
エ
ン
ト
リ
は
、

「
土
地
所
有
者
的
志
貴
族
と
資
本
家
的

単
な
る

5
5目
す
な
わ
ち
た
だ
地
代
を
と
る
だ
け
心
地
主
で
は
な
い
。

な
企
業
家
と
の
世
曾
的
た
雑
種
L

の
よ
う
た
も
の
で
あ
り
、

た
だ
、
♂
エ
ン
ト
リ
は
、
大
士
油
所
有
と
い
う
射
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
と
ち
が
っ
て
お
り
、
ま
た
、
土
地
所
有
を
賢
現
す
る
形

態
が
、
づ
主
白
、
大
借
地
農
に
賃
貸
し
た
り
、
濁
立
の
企
説
家
的
な
経
皆
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
の
に
自
分
の
土
地
所
有
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
黙
が
、
封
建
貴
族
と
ち
が
っ
て
い
る
。
グ
エ
ン
ト
リ
は
、
農
業
革
命
の
先
願
者
と
し
て
、
ま
た
商
工
業
に
お
け
る
資
本
主
義

的
企
業
の
開
拓
者
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ロ
だ
が
、
バ
ル
ク
と
ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
は
、
関
込
領
主
と
し
て
の
ジ
エ
ン
ト
リ
の
役
割
は

研
究
が
す
す
ん
ぜ
い
る
が
、
資
本
主
義
的
企
業
家
と
し
て
の
ジ
ェ

Y
ト

p
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
と
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
お

b



ず
、
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

四

以
上
の
よ
う
に
、
=
一
人
白

y
ず
ェ
ト
の
イ
ギ
ロ
ス
革
命
研
質
者
の
ジ
正

Y

ト
リ
に
つ
い
て
の
見
解
を
詳
細
に
紹
介
し
た
の
は
、
こ
の

な
か
に
い
く
つ
か
の
重
要
恋
問
題
が
ふ
〈
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
慣
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
フ
ル
ジ
ョ

7
3
l
と
新
貴
族
1
3
ι
y
ト
リ
の
同
盟
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
の
考
え
か
た
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

と
こ
と
た
る
イ
ギ

p
ス
革
命
白
特
殊
性
を
適
切

r説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
。

ι

ン
ト
リ
把
握
の
基
本
的
去
重
要

性
は
こ
の
射
に
あ
り
、
こ
の
三
人
の
ソ
グ
正
ト
白
事
者
が
新
貴
族

1
0
ェ
Y

ト
リ
白
問
題
を
特
に
と
り
あ
げ
た
の
も
そ
の
上
う
た
槻
鮪

か
ら
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
h
て
の
ソ
ず
E

ト
D
研
究
に
は
、
い
〈
つ
か
の
間
題

し
語道

も
主
要
た
問
題
が
の
と
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
特
殊
性
を
と
〈
鍵
は
ジ

z

y
ト
リ
止
プ
ル
ヂ
ョ

7
d
l
の
同
開
て
あ

る
と
い
山
う
ご
と
に
よ
っ
て
、
ジ
エ
ン
ト
リ
把
握
の
基
本
的
友
重
要
性
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
じ
て
も
、
そ
れ
で
は
、
ジ
ェ

Y
ト
リ
の

解
脚
砕
け
か
と
と
な
れ
ば
、
イ
ギ
り
ス
革
命
心
把
握
全
慨
に
わ
た
っ
て
、
ま
た
、
個
々
の
重
要
た
問
照
の
解
揮
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ち

が
い
が
で
で
く
る
か
と
い
う
己
L
r

が
、
具
四
開
的
に
し
め
さ
れ
て
い
左
い
。
こ
の
射
の
八
貯
析
い
が
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
従
に
品
お
け
る

ジ
ェ

Y

ト
リ
把
握
白
意
義
と
い
う
も
の
が
、
も
っ
と
は
っ
者
一
り
と
し
め
さ
れ
る
と
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
チ
エ
ン
ト
リ
の
土
地
所
有

を
は
っ
き
り
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
十
地
所
有
(
組
済
的
な
意
味
で
)
よ
い
い
さ
っ
て
い
る
鞘
て
あ
る
。
だ
が
、
彼
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
資
本
主
義
の
務
展
に
と
も
な
う
貴
族
の
奮
封
建
貴
族
と
新
貴
族
へ
の
分
裂
、
新
貴
族
の
プ
ル
♂
ョ
ア
化
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
と
新
貴

族
白
同
聞
と
い
う
一
般
的
な
シ
ェ
ー
マ
に
し
た
が
っ
て
、
新
貴
族

l
d
ェ
y
ト
H
の
土
地
所
有
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
と
し
て
い
る
の
で
あ

ジ
ょ
ン
ト
n
y

の
世
曾
的
・
騨
静
的
性
格

第
七
十
八
春

事

境



ジ
品
ン
ト
y
h
v
枇
曾
的
・
経
神
的
陸
橋

第
七
十
八
巻

凹

第

鵠

ド斗

っ
て
、
そ
白
具
閥
的
な
根
擦
を
あ
げ
て
い
な
い
。
そ
の
鮪
て
は
、
マ
ル
ク
ス
に
た
だ
そ
の
ま
ま
L
た
が
っ
骨
も
心
と
hv
う
工
う
な
感
じ

が
し
左
W
て
も
た
い
。
第
三
に
、
貨
幣
資
本
が
土
地
所
有
に
侵
入
す
る
ば
あ
い
、
常
然
、
農
村
由
障
に
沿
げ
る
プ
ル
ジ
ヨ
ア
的
強
展
の

一
定
白
準
展
が
前
提
と
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農
村
に
お
け
る
ア
ル
ジ
ョ
ア
的
致
展
に
上
り
農
村
白
艦
が
ど
の
主
、
っ
た
鐙
抗
を

と
げ
た
の
か
を
具
樽
的
に
し
め
さ
ず
、
貨
幣
資
本
心
代
表
が
土
地
を
獲
得
し
た
事
情
白
み
を
強
調
し
て
い
る
。
第
四
に
、
ジ
エ
ン
ト
リ

の
出
身
に
つ
い
て
い
え
ば
、
サ
プ
ル
ィ
キ

γ
は
、
中
位
臼
貴
族
わ
よ
び
著
干
の
ド
ロ
J
2
2
R〕
『
と
か
ん
が
え
、
さ
ら
に
土
地
を
手
に
い

れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
リ
ェ

Y

ト
り
の
陣
踏
を
強
化
し
た
も
の
と
し
、
パ
ル
グ
と
ラ
ず
ロ
フ
ス
キ
ー
は
も
っ
L

乙
筒
毘
に
貨
幣
斉
木
の

代
表
に
し
て
土
地
を
手
に
い
れ
た
も
の
と
規
L

山
止
す
る
が
、
フ
ル
ジ
ョ
7
0
ー
が
手
に
い
れ
た
土
地
を
ど
む
工
う
に
経
掛
し
十
一
の
か
、
し

め
さ
士
て
い
た
い
。
じ
っ
さ
い
、
プ
ル
タ
ョ
ア
、
ン
仕
草
た
る
投
機
者
乙
し
て
土
地
を
手
に
い
れ
た
ば
あ
い
が
多
い
の
だ
か

b
、
土
地

主
手
に
い
れ
た
と
い
う
事
買
だ
け
で
紋

b
を
ジ
ェ
γ
ト
リ
と
い
う
一
づ
の
範
臨
時
K
い
れ
る
と
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
修
道
院
解

散
の
ば
あ
い
に
土
地
主
手

r
い
れ
そ
れ
を
維
持
し
つ
づ
け
た
も
の
に
は
在
地
の
地
主
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
ド
ッ
プ
が

イ
ギ
リ
ス
白
一
六
世
組
を
ヨ

l
マ
ン
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

y
D
融
合
過
程
(
『
資
本
主
義
磁
民
の
耐
究
』
六
九
、
一

O
一
ペ
ー
ジ
)
と
許
し
た
よ

う
宏
事
情
は
ど
の
よ
う
に
解
回
向
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
都
市
や
農
村
田
い
ろ
い
ろ
白
階
居
が
土
地
を
獲
得
し
あ
る
い
は
喪
失
し
た
過
程

を
、
個
々
の
ば
あ
い
に
障
じ
て
、
具
閥
的

r研
出
ー
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
第
五
に
、
い
わ
ゆ
る
長
老
派
と
か
樹
立
訳
、
f
一
か
い

わ
れ
て
い
る
階
居
は
ジ
ェ

y
b
り
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ク
の
友
か
白
ど
の
よ
う
た
階
厨
ゼ
あ
る
の
か
を
あ
き

b
か
に
す
べ
き
で
あ
る
0
3

ェ
y
t
リ
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
同
盟
を
ま
と
古
っ
た
一
つ
の
も
の
と
考
え
る
と
と
は
て
き
な
い
。
こ
の
同
盟
モ
の
も
の
の
内
部
に
お

い

τも
封
立
が
み

b
れ
る
。
た
と
え
ば
、
農
業
問
題
ペ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
地
主
的
解
決
の
賢
行
方
法
に
つ
い
て
も
、
針
立
し
た
耕
が
あ

る
o

そ
れ
は
、
法
牧
さ
れ
た
王
撲
祇
領
地
の
虞
分
を
め
ぐ
る
長
老
派
と
樹
立
派
の
針
立
に

L
め
さ
れ
る
逼

U
て
あ
る
。



パ
ル
夕
、
ラ
ず
戸
フ
ス
キ

l
、
十
プ
ル
イ
キ

y
b
三
人
心
ソ
グ
L

ト
心
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
究
者
の
日
ェ

γ
ト
リ
把
握
に
つ
い
て
の
問

題
鮪
は
、
だ
い
た
い
以
上
心
遁
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
白
特
殊
性
と
♂
エ
ン
ト
リ
と
の
関
連
を
あ
る
て
い
ど
は

っ
き
り
さ
企
た
勲
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
ジ
ェ

Y

ト
リ
研
究
を
す
ナ
め
て
い
る
鮎
に
、
わ
れ
わ
れ
は
大
き
た
興
味
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
し
、
参
考
と
ナ
ペ
き
貼
も
少
く
な
い
て
あ
ろ
う
。

ジ
ょ
ン
ト
W
J

の
批
骨
的
・
経
済
的
性
格

第
七
十
八
巻

五

第

銃

五




